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保健所事業の概要について

・本運営協議会は保健所の運営について意見を聞く場と
いう説明があったが、資料配付が当日では読み込みがで
きず意見が出しにくい。資料は１週間くらい前に事前配付
をお願いしたい。

ノロウイルスによる食中毒の現
況について 特になし

・大規模な災害が発生した場合、保健所が地域の拠点と
なる一方で、岸和田保健所は昭和42年の建築で、府の保
健所では一番古いと聞いている。災害対策の観点から、
建て替え等の計画はあるのか

・エボラ出血熱に関して、新たな情報があれば教えていた
だきたい。

・エボラ出血熱に関して、インバウンドが増加する中で、
日本で対応できるところはあるのか。
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岸和田保健所運営協議会開催結果報告書

令和８年７月７日（火）
午後２時～午後３時 出席者

日　時令和８年度

第１回

保健所の回答

1.　企画調整業務について
2.　衛生課業務について
3.　地域保健課業務について

議事の要点

・１週間前に配付できるかは検討が必要だが、なるべく
早めに届けるようにして事前に資料を見ていただける
よう努力したい。

―

・現時点では具体的な建て替え等の計画はなく、原状
の建物の利用を継続すると聞いている。

・エボラ出血熱について

その他

・現在アフリカで発生しているエボラ出血熱について
は、患者発生が続いていてまだ収束とは言えない状況
である。先日健康観察対象となる滞在地域の見直しが
行われたため対象者は少なくなっているが、引き続き
健康観察対象者の発生は継続している。

・ノロウイルスによる食中毒の現況についての保健所での
対応、取り組み状況

・１類感染症を主な対象とする第１種指定医療機関は
府内でも複数の医療機関があり、対応可能と考えてい
る。

・保健所の老朽化について


